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報告内容

•ノロウイルス
• 現⾏のGII検出⽤リアルタイムPCRに⽤いるプライ
マー・プローブについて

•ロタウイルス
• ロタウイルスのリアルタイムPCR⽤プライマー・プ
ローブセットについて

•サポウイルス
• 検出マニュアル発⾏について



ノロウイルスのリアルタイムPCRによる検出
参照論⽂

Fig. 1、Table 2をそれぞれ改変

遺伝⼦型内の類似度 リアルタイムPCR⽤
プライマー・プローブセット



既存プライマー・プローブで検出できない
GII遺伝⼦型の出現とプライマー・プローブの変更

+ Probe RING2AL-TP
Kageyama et al. J. Clin. Microbiol. 2004; 42.7.2988-2995.（旧表記）

+ Primer ALPF



2013年の再分類で
GII/17がGIVに変更された

ノロウイルスの再分類（2013年時点）

GIVは稀にしか検出されないが、
ヒトから検出されることから
引き続きRING2AL-TPを使⽤

IASR 2015/9/8より抜粋



プライマー・プローブ変更前後におけるリアルタイムPCRの⽐較

Thermo QuantStudio 3
50oC, 2 min  → 95oC, 10 min  → (95oC, 15 sec  → 56oC, 1 min) x40 cycles

COG2R ALPF RING2-TP RING2AL-TPCOG2F
0.4 0.4 0.2
0.4 0.4 0.20.4

プライマー (µM) プローブ (µM)

RING2AL-TP: TGGGAGGGSGATCGCRATCT
RING2-TP:     TGGGAGGGCGATCGCAATCT

GII.3標準プラスミド（copy/well）

105

GIV.1標準プラスミド（copy/well）

103 101

105 103 101

105~101

105 103 101

GIIの検出感度が
低下する



ノロウイルスGII検出⽤リアルタイムPCR
に⽤いるプライマー・プローブについて

• GIV（旧GII/17：アルファトロン型）は既存の
GII検出⽤プライマー・プローブセットでは検
出できない
• GIV⽤プライマー・プローブセットは、GII⽤
セットに⽐べてGIIの検出感度が低下するので
注意が必要である



セット①（Freeman et al.）

!"#$%&'(")(*+$"'",+-&'(./01"23(455(67889:(47;<4=4
>&$,/0 ?$+@/$(%&@/ 5'- sequence -3' ?$"2#-0(3+A/ ?"3+0+"%
BC?= !*DE CAGTGGTTGATGCTCAAGATGGA 4F<=9

!*DG TCATTGTAATCATATTGAATACCCA 4=4 47=<4HF
!*D? ACAACTGCAGCTTCAAAAGAAGWGT F7<9;

!"#$%&'(")(*+,-.&'(/-$"'"01(23(453326(7829:789;
<&$0+= >$-?+$(%&?+ 5'- sequence -3' >$",#.=(@-A+ >"@-=-"%
BC>D BE>D:FG+0 ACCATCTWCACRTRACCCTC 922:733H

BE>D:I7 GGTCACATAACGCCCCTATA 2H 73JJ:73H8
BE>D:>$"K+ ATGAGCACAATAGTTAAAAGCTAACACTGTCAA 7339:7387

セット②（Jothikumar et al.）

l 現在、2種類のプライマー・プローブセットが広く利⽤されている。
（ターゲットはいずれもNSP3遺伝⼦だが、位置が異なる）

ロタウイルスのリアルタイムPCR用プライマー・プローブセットについて

※Integrated DNA Technologies (IDT)社のダブルクエンチャープローブ（5'-FAM/ZEN/3'-IBFQ）の使⽤を推奨。



l セット①、②とも、主要な流⾏株（T1型、T2型）は概ね検出可能。

l セット①は幅広いロタウイルス株を検出可能。
ただし、便検体ではしばしば⾮特異反応が⾒られ、
陰性検体でも10 copies/uL前後検出されて偽陽性となる場合がある。
100 copies/uL以上を陽性として判定するのが無難。

l セット②はAU-1型株（T3型）を検出できない。
l ワクチン株のうち、ロタリックス（T1型）は検出可能だが、
ロタテック（T6型）は検出感度が⼤幅に落ちる。（1/1000程度）
→ セット②は⾮推奨。

ロタウイルスのリアルタイムPCR用プライマー・プローブセットについて

注意！



サポウイルス検出マニュアル

•第1版が2021年7⽉に発⾏された



地⽅衛⽣研究所担当者の皆さま

•⽇頃よりノロウイルス（下痢症ウイルス）レファ
レンスセンター活動にご協⼒頂き、ありがとうご
ざいます。
•新型コロナウイルス感染症の流⾏に伴い、下痢症
ウイルスの流⾏が抑えられています。これにより、
下痢症ウイルス感染症に対して免疫⼒のない、あ
るいは、低下した⼈たちが蓄積されていると考え
られますので、今後⼤流⾏の発⽣が懸念されます。
継続的な注意喚起が必要と考えます。



標準プラスミド（陽性コントロール）請求先

•ノロウイルス
• 国⽴感染症研究所 感染症危機管理研究センター
第六室 岡本貴世⼦（ k-okmt@nih.go.jp ）

•ロタウイルス、サポウイルス
• 国⽴感染症研究所 ウイルス第⼆部
第⼀室 染⾕雄⼀（ someya@nih.go.jp ）

mailto:k-okmt@nih.go.jp
mailto:someya@nih.go.jp


ご意⾒をお寄せください

•既存の病原体検出マニュアルに記載された⽅法
の問題点や改善すべき点について
•アストロウイルス、アイチウイルス検出につい
て、実施の有無、⽅法の⽐較の経験（優劣）、
マニュアル作成の必要性など
•ウイルス第⼆部染⾕（ someya@nih.go.jp ）
までお願いします。

mailto:someya@nih.go.jp

